
R3年度 体力向上について 
Ｒ3年度 体育部 

１ 今年度の新体力テストの結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 走力・跳躍力向上のための取り組み 

➀ おにごっこタイム 
 前期，後期の１年間を通して，体育の準備運動として５分間鬼ごっこ
を行った。また，１ヵ月に１度，（今年度はコロナウイルス感染症の影
響で２月に 1 度のみ）体育委員会児童が鬼となり，昼休みに全学年の希
望者を対象に鬼ごっこ集会を行い，運動習慣の確立と走力の向上を狙っ
た。全校の９割程度が参加し，運動場を走り回った。日頃外遊びをしな
い児童も参加することができ，運動習慣の確立につながった。また，昨
年度からの取り組みの成果もあり，新体力テストでは，3 年生の５０ｍ走
と立ち幅跳びが偏差値５．２up，6 年生の全種目が偏差値３以上 up と運
動能力の向上も見られた。来年度は，1 ヵ月に 1 度実施できるようにし
ていくと，さらなる体力向上が期待できる。 

② 体力アップ週間 なわとびチャレンジ 

１月に２週間体力アップ週間を位置づけ，期間中の体育学習時に１０分
程度，自分で挑戦したい技などを選びなわとびをする。また体力の伸びを
実感するため，体力アップ週間後になわとびチャレンジを行い 1 分間で跳
ぶことのできる技に挑戦したりし，運動習慣や意欲の定着を図った。自分
の成長を実感でき，運動する楽しさを味わうことができていた。 

 

３ 家庭や地域で取り組んでいただきたいこと 
昨年度に実施した運動習慣・１週間の総運動時間調査の結果，本校は男子，女子共に１週間の総運動

時間が「領域４２０分以上」の児童は全国平均と比べて非常に多い。しかし「領域１～５９分」の児童
が，全体の１１％ほどおり，子どもによって運動時間の差が大きいことが課題である。そこで，ご家庭
や地域で子どもたちに声かけをしていただいたりスポーツ施設に行ったりするなど，運動する機会・き
っかけづくりに取り組んでもらえると児童の体力，運動能力の向上が図られるのではないかと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の体力テストの結果は上記の表のような結果となった。昨年度同様，全国平均に比べて全学年が
「５０ｍ走」「立ち幅跳び」が全国平均を下回っている。特に赤丸の部分は全国平均より大幅に下回ってい
る。このことから，本校の課題は「走力と跳力」であることが分かる。 
また，全体の分布を調べるとＣ群（偏差値４０～４５程度）が突出して多い。しかし、Ｅ群（偏差値３

５以下）の児童は全国平均より－５％である。そこで，現在のＤＥ群（偏差値４０程度まで）に該当する
児童の体力を高めるとともに、Ｃ群の児童を対象としたレベルの取り組みを実施し，Ｂ群の児童を増加さ
せ、学校全体の体力向上を図りたいと考える。女子は，Ｃ群が多く，Ｅ群に該当する児童は，ほとんどい
ない。少人数だがＤ群やＥ群に該当する子どもたちを重点的に伸ばすために、「運動が楽しい」と思わせる
ことと、運動を習慣化させる必要がある。意欲を高め習慣化することで運動が苦手な児童を減らし，学校
全体として体力向上に努めていきたい。 
 


